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おおた都市づくりシンポジウム 議事録 
日時：平成 29 年６月 29 日（木）午後６時～午後８時 

場所：大田区産業プラザ PiO ２階 小展示ホール 

 

主催者挨拶 大田区長 松原 忠義 

皆様こんばんは。 

大変お仕事等お忙しいと思いますけれども、

ご出席いただきましてありがとうございます。 

ちょうど東京都議会の選挙中ということも

あるということですけども、内容がとても素

晴らしいというふうに思っておりますので、

ぜひ皆さんと一緒に大田区のまちづくりにつ

いて考えていきたいと考えてございます。 

大田区の都市づくりビジョンですが、大田

区の都市計画マスタープラン、こちらは平成 23年に作りました。それから時代の変化が非常に速い

テンポで進んでおりまして、大田区でもいろんな変化がありました。羽田空港の再国際化が決まり

ましたのは平成 22 年の 10 月でございます。そして東日本の大震災が平成 23 年３月、大変大きな

変化があったときでございます。東京 2020オリンピックパラリンピック競技大会も 25年の９月に

決まっておりまして、マスタープランの後でございます。更に、新空港線整備の実現性の高まりが

ございます。特に今回の答申で、「前に進めるべきだ」という風にですね、関係者が集まって、そう

いう意味で実現性が高まって、これに関連して、池上とか、千束とか、あるいは多摩川園前とか、

そういう地域の拠点におけますまちづくりの進展が視野に入ってきたというところでございます。 

更に、長期的な視野で見てまいりますと、大田区の人口ビジョン、これは 40年先くらいを見てご

ざいますけれども、23区の人口の変化の仕方と、地方の人口の変化の仕方は全く違います。極端に

言いますと、地方では子供が半分に減って、働き手もがくんと減って、お年寄りは増えていきます。

しかし、23区の場合には、ほとんど子供も減りませんし、働き手も変わらない、若干、高齢者が増

えていくということですので、相当な問題になってくると思います。 

大田区におきましても、前のオリンピックの時にほとんどの施設が造られております。大田区の

570 くらいの公共施設を、非常にうまく、財政をにらみながら、手直しをしていかなければならな

い、そういう、公共施設の適正配置方針、こういったものも出しております。 

一方の、東京都におきましては、都市づくりのグランドデザインの策定を進めておりまして、こ

ちらは 2040年を目標としております。こちらのグランドデザインは、本日お越しいただいている岸

井先生、村木先生も携わられているものですので、そういう大きな視点で見ていただくことも大事

だなと思います。 

今後は、大田区の都市づくりビジョンをまとめさせていただきましたから、これを一つの材料と
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して議論を深めていくことがとても大事なことだと思っております。大田区の目指すべき都市の将

来像というものは、どういうものなのか、また、その実現にどのように取り組んでいくべきかなど、

議論を深めていきたいと思っております。 

岸井先生におかれましては、国の交通政策審議会の委員として、我々の蒲蒲線にも関係しており

ますので、大変なお力添えをいただいたと思っております。また、野原先生におきましては、大田

区の景観賞にお力添えをいただきました。また、大田区はものづくりのまちですので、オープンフ

ァクトリー、こういったものに携わっていただいていて、先生方いずれも大田区にご縁がありまし

て、本日は非常にいいパネリストの皆様と時間を共有出来るのだと思っております。 

それでは、恐縮ではございますが、皆様と一緒に有意義なパネルトークを進めたいと思っており

ますので、よろしくお願い申し上げて、ごあいさつに代えさせていただきたいと思います。本日は

ありがとうございます。 

 

「おおた都市づくりビジョン」の概要について まちづくり推進部長 

 

 おおた都市づくりビジョン概要版について説明 

―略― 

 

 

 

 

基調講演 

     日本大学理工学部教授 岸井 隆幸 

     テーマ「2030 年代の世界像と東京・おおた」 
 

今日は、夜遅く、お忙しい中お越し下さいましてありが

とうございます。先ほど紹介のあった「大田区のまちづく

り」、新しいスタートを切ろうしているところです。ぜひ、

どのような検討をしたのか、御理解いただいて先に進めら

れるよう、ご協力をいただきたいと思います。 

今日私に与えられている課題は、こうした議論の前段で

そもそもこれから世界はどのようになるか、大田、東京は

どうなるのだろう、そういうことを整理してほしいという

ことですので「2030年代の世界像と東京・おおた」というお話をさせていただきたいと思います。 

私も小さいころ、大田区の北の端、大岡山に住んでおりました。40年以上前、大学院生の頃には

修士論文を書くのに大田区役所で自転車を借りて工場跡地の変化について調査をさせていただきま

した。おかげで無事卒業いたしまして、今日に至っております。今日は大田区のまちが大きく変化

をしてきている、あるいはこれからもっと変わるだろう、そういう点についてお話をさせていただ
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きたいと思います。 

まず、日本、この先に何があるかからお話しさ

せていただきたいと思います。今年は 2017年で

すが、これから「〇〇周年」というのが続いてい

きます。2018年は明治維新の 150周年、都市計

画法が出来ましたのが 1919 年、2019 年は 100

周年になります。2020 年にはオリパラがありま

して、2023年は関東大震災から 100年というこ

とで、近代日本の誕生から大きな節目を迎えるこ

とになります。一方、新しい動きとしてはリニア

新幹線が 2027年を目標に名古屋までを進めております。サッカーのワールドカップは 2034年から

日本が立候補出来るようになります。リニアの大阪開業は 2037年、2045年には終戦から 100年を

迎えます。この 100 年、150 年で日本がどう変わってきたのか、振り返る良い機会になるかと思い

ます。 

次に世界がどう変わるかですが、まず、比較的確実な動きを捉えてみました。 

これは国連の人口推計です。今、世界には 70億

人の人がいますが、遠からず 100 億人になるだろ

うといわれています。現在はアジアと呼ばれる地

域には 6 割の人がいます。これから、アフリカで

10 億人ほど増えますが、アジアでもそれなりに増

え、アジアに住む人の割合は将来でも 50％を超え

ています。世界が小さくなり、世界のマーケット

をにらんで企業が活動するときに、アジアという

ものを無視出来ないのは間違いないわけです。世

界の半分以上を占めるアジアの市場をどのようにして勝ち抜くかということは企業にとっては大変

大事になってまいります。 

その中で日本はどのような位置を占めるでしょうか。今、アジアの大きな市場は、人口的には中

国です。遠からずインドが中国を抜きます。アジアといっても広く、消費者はこうした地域にいる

ということです。こうした中、アジアの拠点をどこに置くかを巡っては、熾烈な国際都市間競争が

起きるだろうと思っております。極東に位置する日本は、地域的にはやや不利かもしれません。 

なお、世界全体の人口は増えますが、一方で、世界の中では人口が減る国もかなりありそうだと

いうことも国連が予想しています。世界には 200余りの国がありますが、40以上の国々で人口が減

少すると指摘されています。日本はその中でも先端を行っていると言ってもいいかもしれません。

日本がどのようにしてこの時期を乗り越えるのか、これは世界にとっても大変な事業だと思ってい

ます。 

そして最後は、自動車の問題です。世界的にみると、1000 人当たりの保有率というのは、2013

年で 161 台。アメリカが 800 台くらい、日本が 600 台、東京では 320 台。中国は 100 台弱でイン

ドはまだ 20台強という状況です。世界的にみると、アジアの国々をはじめとして車が増えいくこと
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出典：国土交通省資料 

出典：国土交通省資料 

は間違いないわけであります。多くの車が世界中を走り回るときに何が起きるか。我が国の大都市

では活動が鉄道によって支えられていますが、これは今後のアジア・アフリカの大都市圏の爆発的

な拡大に対して非常に良い回答を示している、そういう風にも思っています。 

熾烈になる国際競争、2002年の時点で、日本は

アジアの GDP の半分を占めていました。圧倒的

に強かったと言ってもいいかもしれません。今や、

1/5、もしくはそれを割る数字になっている。多く

の企業はシンガポール、香港といったところにア

ジアのヘッドクオーターを置いている。そういう

地域が伸びている。我が国はこのままパスされる

ままでいいのだろうかというのが気になるところ

でございます。 

この 20 年間、日本の経済は比較的低迷してい

ました。世界の先進国がそれなりに拡大を続ける

中で日本は低い水準でありました。その中で、ど

この地域が伸びたかというと量的には「東京」で

ございます。東京圏は他の地域に比べて増加量が

大きく、近畿圏はマイナスを示しているといった

状況でございまして、全国 GDP の増加量の 8 割

は東京の増加量であるという状況でございます。

東京の一極集中という問題が言われますが、東京

が頑張らなければ日本全体が沈んでいくことにな

りますので、東京は頑張る必要があります。 

人口減少の方は、東京でも高齢者の割合が上が

ってくることになります。どう支えていくかとい

うことですが、元気な高齢者は大勢いる。体力テ

ストを比較しても、70歳以下はまだまだ若いと言

える。働く能力もありますので、申し訳ないが、

我々を含めてもうちょっと働くしかないと思いま

す。よく、生産年齢人口を 15歳から 65歳と定義

して議論しておりますが、あれは間違っているだ

ろうと思っています。現在、9 割以上の人は高校

に進学しておりまして、6 割の人は大学に行く。

実際には 20 歳くらいから社会に出て働く、した

がって、生産年齢人口は 20歳から 70歳までと考

えて、70歳までは働けることにしてはどうでしょ

う。皆さん元気ですから、その方がお互いのためにもいい。 
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最後に技術の進歩についてですが、10年以上前

から電気自動車というのは走っていまして、ロッ

テルダムでは 20 人乗りくらいのゴルフカートの

ようなものが実用化されて走っている。日本でも、

そう遠からず、限定された空間であればこのよう

なものが走るようになる。 

さて、今後世界の人口は増えるだろう、人口の

減る国も出てくるだろう、車は増えるだろう、そ

んな中で大田区、東京はどう変わっていくべきか。

そういう話題について考えてみたいと思います。 

1964年のオリンピックから 50年が経ちました。1964年の時、東京のインフラストラクチャ―の

かなりの部分を作りました。それから 50年たち、もう一度考える時期を迎えている。 

今、10年とか 20年を計画期間としている鉄道、道路の将来計画も動いています。東京都は 2040

年代のグランドデザインを作っており、もうすぐ最終版が出てまいります。 

こうした中、オリパラ組織委員会は「レガシー」に重きを置いております。作ったものをまちづ

くりにどう生かすか、これも真剣に考える必要があるということです。 

1964 東京大会とロンドンを比較すると、規模の急激な拡大がよくわかります。1964 年の時の参

加国は 93、いまや 200を超える国、地域が集う。選手の数もオリンピックが当時５千人、障害者団

体の大会が併設されてこちらは 375 人でした。ロンドンでは、それぞれ１万人と四千五百人、特に

パラリンピックの選手の増加が激しい。こういった人々が日本にやってくる。さらに、200 を超え

るメディアも来る。最近はそれぞれ自分で撮って YouTubeに流すということをやっている。世界中

の方が見てしまう。これは、普段、我々が見てほしいと PR しているものと比べて極めて大きい規

模、嫌でも世界中に見られてしまうということです。これを生かして発信しない手はないというこ

とで、様々な企業、自治体が考えているわけです。 

もちろん、組織委員会がレガシーに重きを置いていても、この組織は大会が終われば消えてしま

います。まちづくりという長い期間を考えると、東京都をはじめ自治体が考えて何か残していかな

ければ形にならない。東京都も、今回のオリパラを目指して「総合的な交通戦略」として駅のサイ

ン計画の見直し、あまり使われていない舟運の活性化、都心部の歩行者空間を楽しいものに、とい

った検討を進めています。順次成果も出てきております。 

例えば新宿駅では、2020 年までに東西

の自由通路が出来上がる。今の新宿の案内

板は変えなきゃならない、そこで、ターミ

ナル協議会というのを作りまして、全関係

者に集まってもらった。そこでわかったの

ですが、新宿駅には新宿駅全体を示す地図

が無い。各者それぞれの都合で作った地図

は持っていますが、全体を示す地図は無か

った。そこで、全体の大きなベースマップ
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を作ることにした。そうしてみると、同じ線路でも英語表記が違っていたりした。あるいは、バリ

アフリールートが十分にとられていない、Wi-Fi が使えないといった問題があった。現在、それら

の問題を直すということで今年から取り組んでいます。新宿はじわじわ変わっていくので是非引き

続きご注目いただきたいと思います。 

また、これを、新宿だけやっていてはもったいないということで、東京、渋谷、池袋とも連携し

てやろうとしているところです。少なくともこれらの駅では同じサインのコンテンツが入ってくる。

そしていずれは東京中に広がっていけばいいなと思っています。そのほか、舟運についても羽田空

港から都心部へ船で行けないだろうかということで社会実験が行われています。両国の国技館の前

で船着場を作っています。プロポーザルで、内陸側と一体で整備し、わかりやすく出来ないかとい

うことでやっています。さらに、築地でも同じことをやろうとしております。そういった交通を巡

るようなレガシーに繋がりそうなものを探しているわけですが、過日、国土交通省の交通政策審議

会が答申を出しました。東京圏の都市鉄道のあり方についての答申です。羽田空港に関しては、JR

を中心としたプラン、蒲蒲線の二つが検証されています。それぞれにどのような課題、意義がある

かというのも検証し、公開しています。蒲蒲線に関

しては「頑張ってやっていこう」というようなこと

が書いてございます。 

次にお示しするスライド、これが、東京都が前回

のビジョンで描いた絵です。石原知事の時代に描い

たもので、当時は環状線の道路を作りたいという夢

が非常に強く描かれています。 

それから、都心部には「都心」「副都心」という

指定がありそこで頑張ろうということが描かれて

いる。特に、環状６号線の内側については都市再生

をやっていくとしています。 

これを今回見直して、新しくグランドデザインと

して作り直したところです。東京は広域的に大きく

発展しておりまして、多摩地域、横浜川崎、こうい

ったところが東京圏全体の発展を促していってい

ると考えております。 

東京だけに限った絵はこのような感じです。はっ

きりした線を示してはいませんが、環状７号線より

内側の地域が今や中心部の国際的なビジネスゾー

ンを支えている地域になろうかと思います。住宅地

もありますが、専門性の高い方たちが住宅の中でも

働いている。これからの時代の IoT、ICTの進歩も

考えればそういった働き方も出てくることでしょ

う。そこで、概ね環状７号線の内側が中枢広域拠点

域と考え、更にその中心部に国際ビジネスゾーンが
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あると考えたわけです。そこには、従来ですと業務

機能、商業といったベースがあってなんとなく中心

地が決まってまいりますが、文化、スポーツ健康と

いった様々な拠点の作り方がある、そういったもの

が重なり合って東京の魅力、多様性になるだろうと

考えた次第です。 

それが、７つの戦略となり、それを東京都が 30

の政策にブレイクダウンしていくということをやっ

ているわけです。 

より具体的に地域を見ていきますと、「中枢広域拠

点域」は羽田空港に向かってやや南に広がった地域

となっています。羽田空港を含むこのエリアは、か

つては「臨海部」「ウォーターフロントゾーン」と言

っていましたが、もう、この水面は都心の中の水面

だろうということで、一体的に考えるべきということで、ウォーターフロントというのをあえて強

調しておりません。そして、羽田空港の国際化とも合わせて様々な機能が南に下がってくるだろう

ということです。 

羽田空港については、すでに容量が満杯という話

もありますが、リニアが出来ますとそちらに移転す

るお客様もいるだろうということで再度羽田の役

割が変わってくるだろうということも考えており

ます。 

それぞれにどんな地域にどんな機能があるとい

いかということを書いてあります。これは大田区の

都市づくりビジョンにも影響してくると考えてい

いと思います。 

スクエアと呼ばれる４つの地域、羽田空港周辺、大森、蒲田、臨海部をとりあげて、こんな方向

にまちが変わってくるということを書いてあります。 

昨今では、羽田空港跡地というものが話題になっておりますが、プロポーザルをやりまして選び

ました。ここでは、区内の企業が世界に出ていくための役割がある、羽田に来る海外の方が日本の
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文化に触れるという場面もある、あるいはホテル等と連携してイベントが起きるかもしれない。こ

ういった羽田のポテンシャルをフルに使うための計画が進んでいます。多くの方の知恵をいただき

ながら、これからいいものを作っていきたいと思います。羽田空港が持っているポテンシャルをい

かにうまく使うか、これが大田区、東京都にとっても極めて重要になってまいります。冒頭申しま

したが、アジアでは熾烈な国際競争が行われている、羽田空港は、東京が世界で戦うための窓口に

なる、そこで、どのように多くの方をお迎えするか、これが重要になってくるだろうと思います。

それが今回のおおた都市づくりビジョンのひとつのきっかけであったと思うのです。もちろん、大

田区には非常に立派な住宅地があり、これも日本の文化として紹介したいものの一つです。 

余計な話をしますが、今、JICAという国際協力機構のお手伝いをしております。海外から来た方

が「日本の一番良い住宅地を教えてくれ、見に行きたい」と言うので教えてあげました。で、帰っ

てくると「無かった、間違えたらしい」と言う。ところが聞くとちゃんと行っている。曰く「道路

から家が見えますよ」と。向こうでは格差がすごいので、良い住宅地というのは道路から家が見え

ないぐらい大きいのですね、道路から家が見えるのは良い住宅地ではない。しかし、我々の社会と

いうのはそうではない、とてもお金持ちだと思われている人でもそんなべらぼうな家ではない。こ

れが日本の中間層の厚さであると思うわけです。日本は発展したからべらぼうなお金持ちがいるの

ではないか思っている国の人も多いわけですが、決して日本はそうではない。そういう日本のこれ

から世界に対してメッセージを出す場所が羽田空港であり、東京・大田だと思います。これからパ

ネル・ディスカッションでもお話ししますが、空港への近さということ、多摩川や海を生活の中に

いかにして取り込んでいくか、これも考えていく必要があろうかと思います。 

我々がやろうとしていることはとても時間がかかることなので、自分自身のためにはなりません。

ですが、それが良いことなのだろうと思います。多くの皆様にも、自分のためにはならないけれど

も、息子・娘・孫を守るために何をやるか、という観点でまちづくりに参加いただければと思って

おります。今日がその第一歩になれば、と思っています。 

本日はどうもありがとうございました。 
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 パネル・ディスカッション 

   テーマ 「ビジョンの実現に向けて」 

   パネリス ト 日本大学理工学部教授 岸井 隆幸 

         千葉大学大学院工学研究科教授 村木 美貴 

         横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院准教授 野原 卓 

大田区長 松原 忠義 

ファシリテーター 日建設計総合研究所 朝倉 博樹 

 

【朝倉氏】 

紹介いただきました日建設計総合研究所の

朝倉でございます。 

先ほど、大田区の黒澤部長からおおた都市づ

くりビジョン全体像の、岸井先生から基調講演

で様々な視点からの様々なサジェスチョンをい

ただきました。このパネル・ディスカッション

では「ビジョンの実現に向けて」ということで

パネリストの皆様からご意見をいただきます。 

パネリストの皆様を紹介させていただきます。 

―略― 

大田区のこれからの都市づくりを考えていくうえで、高齢社会、公共施設の更新など様々な課題

に的確に対応していくということも必要なことです。一方で、明るい未来といいますか、魅力的な

大田区を作り上げていくためには、大田区の持っている強み、いうなれば「お宝」を磨いていくこ

とが、これから国際競争を勝ち抜いていくうえでも重要ではないかと思っております。それぞれの

４人のパネリストの方々に、これからの大田区の魅力、強みの中から特にこれはというものにご意

見をいただければと思います。 

まずは岸井先生から、都市のグランドデザインなど、広域的な観点から大田区を見たときにどう

いったことが考えられるかご意見をお願いします。 

【岸井先生】 

先ほど、都心が南に下りてくるということをお話しいたしましたが、一つにはリニアが品川まで

来る、品川から名古屋まで 40分程度で行ってしまう。今東京に 3500万人いますが、これが名古屋

まで入ると 4500万人、これだけの人が 1時間半程度で集まれてしまいます。これが大阪まで行くと

6500万人、これは小さな国をはるかに超える人々の集まりが出来る。これと羽田空港が近くにある

このエリアは広域的には大変大事なエリアになってくることは間違いない。 

更に言いますと川崎の殿町は動きが激しくなっていまして、さらにその先には横浜がありここに

も 300 万人を超える人がいて、臨海部は動こうとしています。この先には鎌倉があって日本の文化

がある。様々な魅力的なものが連担していて、そういったものをつなぐ場所に大田のエリアがある

のだと思います。これから、そういう場所ということを意識して変化していくことが大事だと思い

ます。 

先ほどお話ししましたが、羽田空港の跡地プロジェクトというのがありますが、あれは「跡地」
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と言わない方がいいのではないかと思います。羽田空港のプロジェクトとして、羽田空港の中にあ

るというイメージで世界に打ち出した方がいい。相手は世界、世界に対してどのようにアピールす

るかを考えたほうがいいと思います。 

【朝倉氏】 

世界に類を見ないほど人が集まる場所であるので、そこを生かすべきだということでした。 

続きまして村木先生は蒲田駅周辺、大森駅周辺のグランドデザイン策定にも関わられております。

一方で、世界、全国の自治体のまちづくりにも関わられております。その中で、相対的に見たとき

に大田区はここが光っている、というものがあればご指摘いただきたく思います。 

【村木先生】 

大田区の強みと弱みを考えると、一番のメリットは、日本の中で世界に一番近いまちだというこ

とが大事だと思います。この強みを一体どのように生かしていくのか、というのは一番大事なこと

だと思います。 

もう一つが、蒲田のグランドデザインに参加させていただいたとき、このとき、初めて蒲田の駅

に降りました。千葉大に行く前には東工大におりましたので、大岡山の周辺は歩いたことがありま

したが、大田区全域は広くて知らないところがたくさんありました。大田区の中をいろいろとご紹

介いただき、臨海部から街の中まで歩いたうえで、委員会で感想を求められたときに私が申し上げ

たのが、「大田区はおもちゃ箱をひっくり返したようなまち」ということです。これは、大田区には

おもちゃ箱のようにいろいろな要素がある、羽田もあり町工場もあり、臨海に行くと大きな工場が

あり、田園調布のような非常に良い住宅地も抱えていながら、蒲田にはいろんなお店があったりす

る。いろいろな要素を抱えている点がおもちゃ箱のようで、だから面白い、この面白さをどのよう

に生かしていくかというのも大事な要素だと思います。 

三つ目が、岸井先生の基調講演でもありましたが、交通の利便性が非常に高い。羽田との関係で

今後鉄道の整備もされてくることで、より利便性が高まるということは、都市の発展を考える上で

は非常に高いメリットであると考えます。 

最後にもう一つ申し上げたいのが、ビジョンにも「スクエアの連携」ということが書かれていま

す。私が最初に大田の都市政策に関わらせていただいたのが蒲田と大森のグランドデザインだった

わけですけれども、そこから今度は羽田と臨海が出てきました。この 2 つの地域は新しいハードが

入ってきてまちの価値が上がる、ということだと思います。それを非常に大事にしていく一方で、

もう一つが、古くからある 2 つの地域、ここをいかに強くしていくことが出来るか、内陸をどうし

ていくのか。というのは、既成市街地というのは価値を維持していく、高めていくというのは難し

いことだと思いますので、ここを戦略的にやっていく必要があるのでは、と思います。 

【朝倉氏】 

ありがとうございました。私も蒲田のまちづくりをお手伝いさせていただいておりますが、蒲田

は、悪く言えば雑多、という感じですけれども、おもちゃ箱をひっくり返したような魅力をいかに

磨いていくかというのは重要ではないかと思います。 

野原先生は、大田区のものづくり産業と生活が調和したまちづくりですとか、景観まちづくり賞

に関わられて、大田区のいろいろなまちづくりの側面を見ておられて、そういったお立場からお考

えをいただければと思います。 
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【野原先生】 

 お二人の先生から世界、あるいは日本の大きな流れの中でどうあるべきかというお話をいただき

ましたので、私からはボトムアップ側からのお話をさせていただきたく思います。 

 大田区では一昨年、大田区景観まちづくり賞というのを作られまして、私も参加させていただき

ました。2004年に景観法が出来、景観の取組みは日本全国津々浦々の各自治体で行われていて、そ

ういう中で一昨年に景観賞をやったというのは後発隊だと思いますが、これは先ほどのお話しでお

もちゃ箱をひっくり返したような、とありましたように、あまりに多様でかつ地域に馴染みすぎて、

景観を新鮮な目で切り取りにくい、そんなまちだったということかもしれません。 

 一回目は一昨年度やりまして、街並み景観部門と景観づくり活動部門と二つやりましたが、街並

み景観部門が 72 件の応募がありまして、景観づくり活動部門では 18 件と非常に沢山の応募をいた

だきました。その中で５つ選ばれまして、１つは「下町ロケット」で有名な「桂川精螺」さん、螺

子の町工場の風景です。１つは羽田の「クロノゲート」という、新しい物流、モノの関わりのあり

方で出来ていく風景、景観です。あと１つは「連月」という、池上本門寺の下にある築 80年以上の

お蕎麦屋さんだったところが、リノベーションされたところです。あとは、旧同潤会の分譲住宅地

だったところの道で「紅葉通り」というところがありまして、その通りがある風景、５つ目が「小

池」と呼ばれている「洗足池」と親子、兄弟のような池と住宅地の風景です。この５つを見ただけ

でも非常に幅広い多様な魅力ある景観が選ばれていますけど、それ以外にも 50 年代、60 年代の建

築家が関わった戸建ての住宅がいっぱいあったり、あとはインフラの景観が、大田区というのは様々

なインフラが集まっているまちでもあるので、そういう所にも魅力があるのではないでしょうか。

あとは小さな町工場の中の魅力づくりですとか、選ばれなかった中にも非常に多様な景観がありま

して、こんなに多くの、いい意味でのおもちゃ箱のように魅力があるということを再認識したので

はないかと思います。そういう意味で、つぶさに見ていくと大田区の中に歴史の中で育まれた魅力

ある景観があるのではないかと思います。 

 ２つ目ですが、私、先ほどご紹介いただいたようにものづくりのまちづくりに関わっておりまし

て、2012年からおおたのオープンファクトリーとして町工場を一斉に同時に公開するイベントやっ

ております。このイベントを 2012年に始めましたら日本全国でこのオープンファクトリーをやりた

いという所がすごく増えまして、この５年くらいで 20弱くらいのまちがものづくりをヒントにしな

がらまちのブランディングをやっています。 

 精度の高いものを丁寧に作っていく文化は大田区や地域の方々のみならず国際的な視点において

も非常に魅力的なもので、ただ大田区の方は奥ゆかしいのかそれをうまく発信していくというとこ

ろがやや弱いのかなとも思いますが、そういう所をうまく重ね合わせることで魅力づくりが出来る

のではないかと思います。 

 最後に、大田区の区民は 70万人位いらっしゃるかと思いますが、人の多様性と言いますか、田園

調布から多摩川、池上本門寺があり、商店街があり町工場があり羽田空港まであり、こういったと

ころが揃っているところというのは中々無いのではないかと思います。そういう意味で、非常に多

様な人々が集まっているこの場を、それぞれの人がお互いの長所を生かしながら連携出来ているか

というとまだ課題があると思いますので、この力をうまく噛み合わせ組み合わせてより相乗効果の

ある街を作っていければよいかと思います。 
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【朝倉氏】 

 ありがとうございました。おもちゃ箱とか多様性といった言葉が各先生から出ました。それをう

まくいかに発信していくかということが重要ではないかと思います。松原区長、今、先生方のお話

を聞いたうえで感想、今取り組まれているまちづくり全般に関するお話などいかがでしょうか。 

【松原区長】 

各先生方から、たくさんの良いご指摘をいただきましてうれしく思います。岸井先生におかれま

しては大変広い視点で見ていただきました。私は区長になって 10年目になりますが、東京都議会に

いたころはやはり世界一強い東京を作ろうということで、空港をいかにして生かしていくかという

ことで、香港とかシンガポールの空港を見に行きました。併せて港もありましたが、残念ながら世

界に比べると、東京港に川崎港などを合わせてもとてもかなわないというのが実際でございます。

シンガポール、上海の港湾を見たとき、スケールが全然違いました。しかし、日本もそういうスケ

ール感を持っていかないとこれから太刀打ち出来ないのではないかと思いました。先ほど岸井先生

が日本の経済成長の 80％が首都圏に集中しているという話をされましたが、東京圏の経済は非常に

強いと感じます。私は大田区の区長ですから、そういった立地条件を生かすことが大事かと思いま

す。 

 よく話をするのですが、終戦後は上野が一番にぎやかで、高度成長期には東京駅になりオリンピ

ックをやり、バブルの時、絶好調の時には新宿に移して、国際化が進んでくると臨海部や品川の駅

がリニアで中心になってくる。これを地図で見ますと上から下へ流れてきています。これからグロ

ーバル化がもっと進んでいきますと当然、羽田空港が一番強くなってくるのではないかなと思って

おります。 

 そういう流れの中で、私たちの区内にありました蒲田と大森の中心核、これと羽田と臨海部とを

どのようにリンクさせていくのか、これが東京にとっても日本にとっても必要なことだろうと思っ

ております。それだけにこのスクエアをどうしていくかというのが大田区にとっても大きな課題だ

と思っております。 

 それから、「おもちゃ箱をひっくり返したような」ということですが、私も大田区というのは日本

の縮図だなぁと思っております。海があって山があって、ものづくりがあって商店街があって住宅

街がある、様々な文化、歴史を抱えております。ただ、残念ながら大田区に住んでいる人がここに

ほとんど気づいていない。先ほど「発信していくことが大事だ」とお話がありましたが、例えば羽

田の方は、JRが大きな壁になっていまして田園調布にはまず行かない。双方の方に大田区をよく知

ってもらえるような仕掛けをこれからさせていただければありがたいと思っているところです。 

 それから、新空港線というのが一つのきりっかかり切っ掛けとなってきまして、各地域のまちづ

くりが進んできております。今までの羽田空港、臨海部、大森、蒲田というのに加えて池上、洗足

池、多摩川園前とか下丸子とか大田区全体にまちづくりの機運が広がってきておりまして、私とし

ては大変ありがたいと思っております。地方自治体ですので、一番私が気を付けているのは、私た

ちはまちづくりを進めていく立場にありますが、区民の方々にもその気になってもらうということ

で、区民の方の理解と参加というのが非常に大事だなと思っております。私はよく「地域力」とい

う言葉を使わせていただきますが、大田区に住んでいる方々が、1 人から始まっていきますけれど

も、縦横でつながっていきながら、大田区を愛していただけるような住みやすいまちを作っていく
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ことが大事かなと思っております。幸いにして、大田区に住みたいというのではなくて、大田区に

住んだらよかった良かったとの声をいただいておりまして、これは非常に良いことだと思っており

ます。そして、国際化ということが進んできて、羽田空港がありますから、一番最初に外国対応す

るのは私ども大田区だと思っています。 

外国人が人口比で一番多いのは新宿区さんで、10％くらいが外国人です。10％というと、小中学

生の合計に匹敵する数字で、それくらい外国人が多いということです。大田区は人口比で３％です

からまだそこまでいっていませんが、確実に外国人がたくさん来ますので、そのときに大田区とい

うのは非常に国際的なまちだなと思ってもらえるようなそういうまちを目指していくことも大事か

と思っております。そういった意味で、「地域力」と「国際都市」ということを基本線にして、まち

づくりもインフラの部分とソフトの部分と合わせてやらせていただいていると私は理解していると

ころです。 

【朝倉氏】 

 今、松原区長のお話にもありましたが「地域力」「国際都市」ということもございました。お手元

の「おおた都市づくりビジョン」の中でも直近の動向の中で国際化ということを掲げております。

５ページ６ページで、９つの重点プロジェクトをお示ししています。パネリストの皆様にご意見い

ただきたいことが、これから、重点プロジェクトを進めていくうえで、どのような取組みが重要で

あるか、お話を伺いたい。まず、岸井先生、先ほどのお話の中でも、特に厳しくなる国際競争、あ

るいは羽田空港等ありました。重点プロジェクトの中でも、東京圏の一翼を担う広域拠点性を高め

る「スクエア」ということを掲げておりますが、これから羽田空港の国際化が更に進み、新空港線

の整備が進む、といったことをどのように大田区全体のまちづくりに展開していけばいいのか、と

いう点について伺いたいと思います。 

 

【岸井教授】 

 一つは、羽田というブランドを大事にする。世界に向けて、羽田というネーミングのエリアがど

れだけ価値があるのかをお伝えをする。従来のターミナル、飛行場というのではなくて複合化した

まちとも繋がりを持ち、様々なものが空港の中にある、そのような世界一の空港を目指す、これが

戦略としては大事かと思います。 

もう一つは、臨海部。時間がかかるかもしれませんが、ものすごく変わっていくだろうと思いま

す。JRさんは羽田から北の方へ線を作ると、りんかい線を使って羽田とディズニーランドがつなが

る、そのような動きが加速してくると臨海部そのものも大きく変わってくると思います。そういっ

た変化をうまくとらえて、タイミングよく、変化を恐れずにチャレンジしていく、こういったこと

が大事かと思います。 

あとは、世界の都市と比較して、日本の都市は多様性があると見られている、これは必ずしも卑

下すべきものではない。いろいろなものがあり、しかもそれぞれが光っていることが大事だと思い

ます。 

世の中はこれからネット社会へと進んでいくことは間違いなくて、どこでもネットに繋がり、ど

んなものでもバーチャルに見て、感じられるようになる。しかし最後は、本物になる、リアルな本

物が聖地になり、そういう聖地で行われるフェイストゥフェイスの繋がりがより大事になってくる
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と思います。こういうものがここにあるんだということを我々が認識して、そこを大事にし、磨い

ていく、これが結果的には世界の中で重要な場所になっていくのだと思っています。 

【朝倉氏】 

 臨海部が一つの大きなお宝になってくる、ということかと思います。 

 野原先生は、先ほどオープンファクトリーのお話、あとは景観まちづくり賞のお話をされまして、

それを発信していくことが重要だということで、今後、発信していくということを考えたとき、今

後どのような取組みが必要だとお思いでしょうか。 

【野原先生】 

 発信だけではないのですが、これから「まち」というのは価値を自ら生み出せるということをき

っちり考えるということが重要だと思っています。これまでの都市づくりというのは素敵なきれい

なお家だったり中心市街地だったりを作っていくという技術だったわけです。それぞれは分かれて

いて、住まいは住まい、働くところは働くところ、モノ作るところはモノ作るところ、と分かれて

いたわけです。これからは一方的に消費されるまちではなくて、自分たちがどう価値を生み出せる

かということが重要ではないかと思います。今ある資源を生かしながらまちを作っていくことが大

事だと思っています。 

 その中で、四つありますが、一つ目は、今回、新空港線軸ということで新しく軸がありますが、

これを読みかえると岸井先生のスライドにもありましたが「多摩川軸」とも言える、多摩川の流域

でとらえると大田区のみならず、逆側には川崎があり上流には世田谷もありいろいろなところが一

気に繋がってくるわけですが、そこを流通も含め、運河も含め、いろいろな繋がりがある中で多摩

川をわきに抱えていて、このポテンシャルをどうやって生かし使っていくかということは非常に重

要な視点だと思います。それを合わせて一つの価値を、どうやって魅力付けしていくかということ

が今回のおおた都市づくりビジョンの中で重要なポイントではないかと思っています。 

 二点目が、もう一つの軸で「京浜臨海軸」というのがございますが、私、横浜の工業都市等を研

究していたことがございまして、横浜の臨海部、この 15年で工場の中に研究開発系のオフィスビル

がポンポン建っていたりするのですが、やっぱりアクセスが非常に良くて、そういう中で、モノ作

りと呼んでいるものが少し変容してきて、これからの最先端を考える研究をしながらそういう所を

作っていくとか、そういうことが行われていると思います。 

 日本は、80年代にリサーチパークというのを日本全国に作ったわけですが、どちらかというと地

域振興色が強くて、あまり中心部ではない、都会ではないところにごっそり作ったわけですが、こ

れがあんまり上手くいっていないと思うのですが、やっぱりそれは、これからはまさにヒューマン

キャピタルで、新しい価値を生み出していくような人が集まるのに「街」がないというのは非常に

デメリットなわけです。そういう意味で、臨海部というのは横浜、川崎、大田、品川、江東をつな

いで、裏にすぐに街がある中で考えることが出来るというのは絶大なるメリットだと思っていまし

て、これを一緒に重ね合わせながら、臨海部というのを豊かな、これからの新しい価値を作り、モ

ノを作り人も作りという場所にしていけるかということはすごく重要なテーマなのではないかと思

っています。 

 三点目が、それを結び付けていくうえでの総合性、クリエイティビティです。2004年にユネスコ

創造都市ネットワークというのが出来まして、世界中に 116くらいの創造都市が選ばれております。
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文学、映画、音楽、工芸、デザイン、メディアアート、食文化の 7つの分野に分けられていますが、

どちらかというと西洋もしくは欧米の工業都市が完全に衰退してしまって、次に入れる何かを考え

ていく、そんなようなところが多くて、見方を変えると伝統工芸以外で、モノとそのまま繋がって

いる都市ってあんまり無いなと思います。その意味では、大田はモノを作る力があって、かつそこ

に新たな価値を加えていってそれが産業になっていく、そういう意味ではありそうでない、新しい

創造の形を生み出せるのではないかと思っていまして、ぜひ、価値を生み出していって欲しいなと

思っております。 

 最後に、景観の話もありましたけど、ストックとなるようなものが大田にはたくさん眠っていて、

大田区はまだ人口がどんどん増えているんですけど、私、町工場のまちづくりをやっていると、近

くで工場が無くなると小さい戸建て住宅が出来るのですが、今、人口が伸びているので、そういう

中ではまちを作っていくうえで住宅というのもすごく大切だとは思うのですが、一方、ものづくり

とともに新しいデザインを考えたりしてくれる人たちが安い家賃で入って行けるような場所があま

り無くて、そういったストックとしての資源をどううまく生かして、最近はリノベーションという

言葉も流行っていますけど、どう価値を生み出せる空間に出来るかということが大事だと思ってお

りますので、そういったものをうまく紡ぎ合わせることで、地の力が出てきて、観光、これは見せ

るための「光」が無いと見せようがないということで、光をどう作っていくかということが大事で

はないかと思っています。 

【朝倉氏】 

 大田区、あるいはその周辺も含めて持っているポテンシャルを磨きながらいかに紡ぎ新しい価値

を生み出していくかということが重要ではないか、ということだと思います。 

 それでは続けて、村木先生、今のお話の中にもありましたが、価値を生み出していくためには単

にハードを作るだけではなく、ソフトも含めて、住民、企業、行政、いろんな人が組み合わさりな

がらまちづくりをマネジメントしていくということがこれから重要ではないかと思うのですが、こ

れまでの先生の経験、知見からアドバイスなどいただけないでしょうか。 

【村木先生】 

 マネジメントを考えたときに、大田区がほかと違いがあるというのは羽田がさっきから出ていま

すが、グローバルに展開していくことが出来るというのが凄く大きな強みであって、それをどうや

って生かしていくかということが大事だと思います。もちろんインバウンドのお客さんもいて、国

内からのお客さんも多い中で、どうやって街の中に出てきてもらうのか、これが基調講演で岸井先

生がおっしゃっていた 23区の中で環七の内側が都心を支える人たちが住むところ、本当の都心では

なくてその外側を考えたときに、その一般住宅地と大田区とはまるっきり違うと思います。まるっ

きり違う中で、何を売っていくのか、ターゲットはたぶん居住者だけでなくて、世界各国と日本の

様々なところから来るお客さんをターゲットに出来る、そのときに何を売っていくのかという戦略

をしっかりと作っていかないといけない。これは多分ですね、「おもちゃ箱」ということを私申し上

げましたが、おもちゃ箱の中から何を選んで、何を基軸に売っていくのか、何を売っていけば大田

区は伸びるのかを考える、これが大事なことな気がしています。 

 そのために私は街を知る必要性があると思っていて、最初に区長さんが、まちをあまり知らない

人たちがいると、そうすると知るところから始めなければならないということで、私自身も 10年く
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らい渋谷のセンター街とお付き合いしていまして、商業統計に載っていないような店舗調査から、

人の動きとか違法駐輪・駐車、それから犯罪率、みんな調べたうえでこのあとどうしていけばいい

のかということを考えます。そうすると評価が出来る、なので街を知るためには、まずは知るため

のデータを持ったうえで何をしていけばいいのかを考える必要性があり、これがエリアマネジメン

トをやるうえで大事ではないかと思います。 

【朝倉氏】 

 街を知って、目利きの力を高めていくということが大事かと思いますが、松原区長、今の三先生

のご意見を踏まえて、これからこういうところが一番大事だな、というところがございましたら、

いかがでしょうか。 

【松原区長】 

 臨海部の話が出ていましたが、臨海部は区内の工場が臨海部の方へ出て行ったという歴史がござ

います。ただ、このときは日本が経済成長していてそういう必要性があったわけですが、現在は国

際化が進み、これだけ環境の問題がある中で、このままでいいのだろうかということを三島の工場

の方々も感じているわけです。そういう方々と三島連絡協議会というのを作りまして、これからの

臨海部のあり方を考えさせていただいております。また、大きく全体を考えていきますと、ものづ

くりの定義も、機械関係のモノを作っていくことが本当のモノづくりなのか、あるいは創造性とい

う、芸術等も含めてモノ作りを捉えていったらいいではないか、ということ。これがこれからの大

田区の進めていく大きなところかと思っております。 

 野原先生にオープンファクトリーをやっていただいて、工場に関心のなかった方々、特に小学生

が来ますと両親が来る、触って見て聴いて、モノ作りに関して興味を持ちます。こういうのはやっ

ていただく前には全然ありませんでした。そういった意味ではモノ作りを知っていただくのにはそ

ういうことも必要なのだと思いました。 

 先ほど、光っているもの、魅力を出せということを言われましたが、私も工場の方々とお会いさ

せていただきまして、そこの方々が持っている技術、技能、製品というのは本当に凄いものなのだ

な、と。そこが横にうまくまとまっていけばもっと素晴らしいものが発信出来るのではないかなと

いうことで、その代表的な例が大田区のボブスレーなのだなと思っております。それぞれの技能を

持った方々が横につながってあれだけのものが出来るということで、このような連携が凄く大切だ

なと思っております。 

 もう一つ、大田区はモノ作りに限らず伝統工芸とか、民謡にしても民舞にしても三味線にしても、

日本の文化が非常に集積している所です。それを自分たちは熱心にやっているんですけど一般の方

は知らないということがありますので、今年は大田区で「和の祭典」という日本文化の祭典をやり

まして、ものすごく人が集まってくれまして、まだまだ横につなげていってやっていくということ

が必要なのかな、と思いました。 

 いずれにしましても、私どもとしてはまだまだなのかな、と思っております。 

 最後にちょっと、グローバル化のお話の中で羽田空港の、ちょうど連合会長さんがいらっしゃっ

ていますので、お話しさせていてだくと、私が国際都市とかグローバル化といったことを区長とし

て言ったとき、正直アレルギーが出ると思っていました。ところが、非常に素直に、羽田空港があ

ることによって受け入れていただいたということがあると思いますが、少なくとも、48時間の強制



17/20 

 

退去とか騒音の問題とか、その上で共存共栄して、羽田空港と共に自分たちの街が発展していくと

いうことが大切なのだということで、また別にそういう組織を作っていただいていますが、そのよ

うなお互いの連携、住民の方々の理解と、行政側からしっかりと情報を出しながらまちづくりを進

めていくことが大事かと思っております。 

 今日来ていただいている先生方のご意見を多くの方々に聞いていただいて、示唆を与えていただ

いたと思っておりますので、今後ともよろしくお願い申し上げたいと思います。 

【朝倉氏】 

 四人の先生からいろいろな意見をいただきました。今後更にまちづくりに広がっていけばと思い

ます。 

【課長】 

 せっかくの機会ですので、参加者の皆様から質問を受けさせていいただきたいと思います。なお、

松原区長はこの後別の予定がございますので、ここで失礼させていただきます。 

 それでは質疑応答に入ります。質問のある方は挙手にてお知らせください。 

【質問者１】 

 お話を聞いている中で、このおおた都市づくりビジョン、大変すばらしい、駅前等の再開発では

素晴らしいまちづくりが出来ていると思うのですが、一本入って行って実際の住まいの方に入って

いくと、ごちゃごちゃしていて、本当に住みよいまちなのかなぁという気がしています。 

 じゃあそれをどうやってやっていくんだという話でございますが、先ほど野原先生もおっしゃっ

たように、ちょっと空くとすぐ小さい家が建ってしまっています。区長さんは、区民が変わらなけ

ればならないということですが、私も実際にそうだと思うし、我々の時代は戸建て住宅というもの

に非常にこだわりがあったのですが、これからの若い人は戸建て住宅というのにはそんなにこだわ

らないんじゃないかと思います。特に木密地域では、戸建て住宅じゃなくて、上に伸びるような、

集合住宅のような形で建てて、広場を作って緑があって、そのようなまちづくりが出来ればいいな

と思っております。 

 それには地権者等様々な問題があろうかと思いますが、これはまさに区民が変わっていかなけれ

ばそのようなまちは出来ていかない。これからは、やっぱり子や孫たちのためにどういうまちを作

っていかなきゃいけないのか、考えなければならないのかと思ったところです。 

【朝倉氏】 

 大田区の羽田地区を考えますと、木密に工場等入ってきまして、野原先生、工場と住宅が共存す

るまちづくりという観点からで何かありませんか。 

【野原先生】 

 先ほど大田区は人口が増えていると申し上げましたが、やはりこれから人口減少時代となる中で、

今までと同じように一つ大きな建物を作ろうというのが、一種類の選択肢ではなかなか出来ない時

代になってきているのかなと思っておりますが、一つ一つ丁寧に地域のあり方、地域の状況、そこ

に関わっている方、そこに集まりたい人、いろいろな人の条件を重ね合わせると、その場その場で

いろいろな選択肢で解決法が見いだせるアイデア、工夫が増えてきている気がします。その中で、

例えば建物をそのまま建替えないでうまくいじることで出来ることがあれば、うまくいじって集合

の形を作った方がいいという選択肢もあったり、いくつも方法論があるとは思いますが、今までモ
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デルがあまり複数無かったというか、ある一つの「作ると魅力がある形」というのはこの形なのか

な、というのが種類が少なかったような気がしています。それを多様に組み合わせてどういう形で

解いていくかということを一生懸命考えていくことで次の方法が見えるということがあるのかな、

と。私もまちづくりの中で、空いてしまった工場を地域のモノ作り体験とかワークショップで活動

出来る拠点に活用出来るよう改修して使っている場所がありますが、それをうまく数年くらい使い

ながら次の展開を検討するための暫定期間として使っていくと、それまで全く関わっていなかった

人がそこにやってくるようになりまして、そうすると今までの選択肢にはない、違う選択肢のまち

の更新の仕方があるのではないかと考えられるようになり始めているなと思っています。そういう

ことをそれぞれの地域でうまく組み合わせて考えながら作っていくということが大切なのかなと思

っております。 

【質問者２】 

 先生方の大田区のイメージというか、良いところ、悪いところを洗い出しながらおおた都市づく

りビジョンが出来ていると思いますが、多様化して多くの要素があるということで、9 つの重点プ

ロジェクトということで、まとめられているのですが、もう一つ、これといってシンボルというも

のが、あるのが良いのか悪いのかわからないですが、例えば一つのシンボルのところに行けば、大

田区全体がわかるような、空から見たように大田区にこういうものがある、というのが見てわかる

ような大田区のミュージアム的なものというか、全ての情報が一元管理されていて、そこへ行けば

大田区の全てがわかると、で、そこで魅力を感じたところへ現地へ行くと、大田区はこういう方向

へ向かっているよと、区民の気持ちも一つにまとまっているよと、そういうシンボル的なものがあ

れば、先ほど情報発信が弱いとか見せる化が十分出来ていないとか、いうところも、そういうシン

ボルを設けて、そこに何でもそろって、そこで好きなものを選んでくるよと、現地へ行ってくるよ

ということになればより区民の意識も大田区の向かっている方向に向いて頑張っていこうという気

持ちになるかと思いますが、そういうシンボルを設けるというのはいかがでしょうか。 

【朝倉氏】 

 多様性を紡いで一つに束ねるような、シンボルというのは、岸井先生、いかがでしょうか。 

【岸井先生】 

 おっしゃる通りなんですが、大田区だけでなくて東京全体でも言われていまして、東京というま

ちがどう変わっていくのか、見せるものが無いじゃないかと。多くのヨーロッパの市役所には大き

な模型がありまして、まちがこう変わっていくんだとか、そういうのを見せる場所がよくあるんで

すけど、そういうものを作るべきだという意見も多々あって、いろいろな議論はしております。た

だ、まだ場所等はっきりと決まっているわけではないですが、日本が持っている様々ないいところ

悪いところ含めて見てもらいましょうと、考えています。大田区も区のことをちゃんと理解してい

ただけるための、道具が必要ではないか。更に言うと、どこまで皆さんが発信したいかにもよりま

すが、世界の人が来てしまうんですね、2020には。どういう風に我々が対応するのか、空港のある

大田区としては、あれもこれもと出すのも手ですが、世界の中でここだけです、というものがあっ

てもいいのではないでしょうか。 

 日本は南北に長くて、ヨーロッパの人にとってもそうですが、特にアジアの人にとっては多様な

地域があるんですね。だから、リピートする人がいっぱいいる。最初は東京を見て、京都を見て、
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次は北海道、金沢行ってみたい。最初の入り口はやっぱり東京で、羽田から成田から入って来る、

そういう場所で大田区の発信をしなきゃいけない、日本全体の発信をしなきゃいけない、その中で

大田区は日本の中で何をやっていくのか、どちらかと言えばベターと見せるより強弱をつけて見せ

る方がいいのかな、と見ます。多くの方が見て、自分のまちをしっかり認識するためには大きな模

型を区役所の中にあるといいですね。 

模型が一番いいと私は思います。まちのイメージが沸いてきますよね。出来ればこれから変わる

ところをちょっと変えて見せてあげればいいですけど、そんな場所が出来ればいいですよね。と思

いますが、いかがでしょうか。 

【村木先生】 

 私は全面的に岸井先生のおっしゃったことに賛成で、よくバーチャルでやればいいじゃないかと

いう意見もありますが、模型で見るとすごくリアリティがわいてくる。去年、ロンドンにいったと

きに五輪の関係でロンドン全域のすごく大きな模型を見せてもらいましたが、まちがどうなってい

るかという構成が一挙にわかって、今後どこをどう変えていけばいいのかということを考える頭の

体操になった気がしました。なので、行政の方と市民の方と、民間事業者の方と、一緒に見ながら

次に何が出来るか考える、そういう場を作ることは大事ではないかと思います。 

【課長】 

ほかにいかがでしょうか。 

【質問者３】 

 お話を伺っている中で感じたことがありまして、大田区の中にも特殊な大学があります、東工大、

東京工科大学、工学院と。大学がまちづくりにどのような影響を与えるのか、ということ。あとも

う一つ、大田市場という物流の拠点が羽田空港の近くにありまして、先ほど「世界に一番近い都市」

というお話もありましたが、今後、どのような広がるものか、広がるべきか、どんな展望が考えら

れるでしょうか。 

【野原先生】 

 大学は、常に若い人がたくさんいて、元気なフレッシュな人がいるところです。私は今、横浜国

大におりまして、大田区からはそんなに遠くは無いのですが、横浜国大は横浜の駅から 30分くらい

かかってしまうので、横浜から遠いんですけど、あわせて１時間くらい。あとは、首都大学東京も

都立大学でありながら多摩地域のほうにありますので、大田からは結構遠いですね。 

 やっぱりフェイス toフェイスで地域の方々と一緒になりながら地域の現場をずっと見ていくとい

うのは地域の大学だったり学校だったりが一緒にやっていくというのはすごく重要だと思いますの

で、その力を生かしながら未来に向けて考えていくのは大事だと思います。日本工学院専門学校さ

んとは一緒になりながらまちづくりを進めさせていただいていますが、元気な力を持った人々です

が、大学生は何年か経つといなくなってしまうので、またゼロからになってしまうというのは先生

も含めてどうやって地域に知恵を蓄積していくかというのは大事だと思います。 

 一方で、蓄積の場所というのはすごく大事で、行政の方々もポジションがどんどん変わっていっ

たり、その事業に携わる方々も毎回違ったりすると、誰もわからない、知らないということが発生

したりすることもあるので、知の蓄積の場所としても大切な役割があるのではないかと思っていま

す。 
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【岸井先生】 

 大学にはいろんな人がいます。一方的に大学に期待されて、うまくいくかどうかというのはかな

りクエスチョンマークで、むしろ誰を使おうか、どういう分野の人を捕まえようかと、戦略的に引

っ張り出すようなことが必要かもしれません。特に大学では、現場で何を困っているか多分知らな

いですね。大学では当然地に足がついていない研究もある。本当に欲しいのはこちらとつなぐとこ

ろなので、それが出来る先生はどこにいるのか、全員そうではないですが必ずいますので、そうい

う人たちを探して、こういうことを考えてほしいと相談に行くことですね。彼らもどういうニーズ

があるか十分にわかってない、とにかく論文書かなきゃいけない状況に追い込まれているので。そ

ういうところをうまく使うことを考えていかないといけませんね。 

 次に、大田市場ですけど私自身は、これからの都市農業の問題だと思うのですね。都市農業は、

これから大きく変わるだろうと思っております。私は、結構未来があるんじゃないかと思っている

方です。コンピュータで制御されて、何より東京、日本のブランドですね、安全とか、クールとか。

そういうものが日本にある、農作物の量と安さではない商売で日本は勝てると思います。農業を企

業として伸ばすような将来になるんだと思います。そこの市場が大田区にあるということが大変、

大事だと思います。逆に、ブランドを守らないといけない、大田市場を通るものはいいものだとい

う信用をいかにして作っていくか。これからぜひ頑張っていいただけると未来は可能性があるんじ

ゃないかと思っております。 

【課長】 

それでは、多くのご質問も出尽くしたようですので、以上で終了いたします。 


